
▼
安
藤
ハ
ザ
マ
社
員
、

原
発
除
染
費
詐
取
認
め
る

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
の

除
染
事
業
で
作
業
員
の
宿
泊
費
を
水

増
し
し
て
現
金
を
だ
ま
し
取

っ
た
と

し
て
、
詐
欺
罪
に
問
わ
れ
た
ゼ
ネ
コ

ン

「安
藤
ハ
ザ
マ
」

（東
一δ

の
社

員
、
茂
呂
吉
司
被
告
（５０
）と
山
下
雄

一
被
生
］
（４８
）は
４
日
、
墓

喬

”裁
（吉

田
勝
栄
裁
判
官
）
の
初
公
判
で
い
ず

・れ
も

「間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」
と
起

一訴
内
容
を
認
め
た
。

一　
検
察
側
は
冒
頭
陳
述
で
、
同
社
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
、
除
染
作
業

一が
必
要
な
面
積
が
少
な
く

「利
益
が

予
測
よ
り
相
当
減
少
す
る
こ
と
が
見

一込
ま
れ
た
」
と
指
摘
。
両
被
告
は
業

一務
委
託
料
を
増
額
さ
せ
て
利
益
を
確

保
し
よ
う
と
、
下
請
け
業
者
に
虚
偽

の
領
収
書
の
作
成
を
依
頼
す
る
な
ど

し
た
と
述
べ
た
。
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